











The Effects of Tactical Games Approach in Unit of Goal-type Ballgame of 


















































































た「理解のためのゲーム指導」（Teaching Games for 






























































　2015 年 11 月上旬から 12 月中旬に、4 年生 33 名 5
年生 34 名 6 年生 54 名（2 クラス合同授業）を対象に
実施した。
3）実施内容

























年生は 3 角形）で、3 つの面で成り立ち、この面にボー
ルを当てることで得点とした。
　単元の構成については 4 年生と、5・6 年生では発
達段階を考慮し別の内容を実施した。実施した内容に










① 2 対 1
・ディフェンスから離れる動き
・もらったらすぐにシュートを打つ
② 2 対 1
・ディフェンスの前に出てもらう動き
・パスを出したらシュートを打てる位置への移動
③ 3 対 2
・①②の動きを 3 対 2 の中で使いながら素早くシュート（課題によっ
てセンターラインから開始した時間と、サイドラインから開始し
た時間があった）


































メインゲーム 3 対 3
片付け・学習カード記入














































































「サポート」「意思決定」の 2 つの要素について、表 3
に示す基準に従い、保健体育科教育を専門とする大学















でボールを離すまでを 1 プレイとし、1 プレイごとに
表 2 に示す 2 つの評価基準を用いて評価した。これら




健体育科教育を専門とする大学教員 1 名、大学院生 1
名、学部生 1 名との話し合いのもと、KJ 法で分類し、
7 つのカテゴリー（サポート、意思決定、ボール操作、
ディフェンス、チーム、ルール、その他）に分類され
















































































の比較を対応のある t 検定によって実施した（表 6）。
運動有能感 3 因子のなかで、「身体的有能さ」のみに
有意差が認められた。身体的有能さについて事前 2.46


























n=94 単元前 単元後 ｔ値
勤勉さ 3.24（0.66） 3.34（0.61）   -1.83†
挑戦機会の発見 2.70（0.67） 2.91（0.70）   -3.88***
積極的発言 2.05（0.57） 2.13（0.65）   -1.80†
仲間への共感 3.48(0.50) 3.43(0.58) 1.27
数値は平均値、括弧内は標準偏差、***p<0.001、† p<0.1
n=94 単元前 単元後 ｔ値
身体的有能さ 2.46（0.83） 2.57（0.82） -2.05*
統制感 3.48（0.65） 3.47（0.78） 0.28










水準で有意差が認められた。1 〜 2 時間目では不適切
な位置でボールを受けようとする動作が 4 割以上見ら





























































































3 対 2 のタスクゲーム後に、子ども達のゲームの中で
のサポート、意思決定はさらに向上している。例えば、
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1．体育の授業中、先生とよく話します ④ － ③ － ② － ①
2．仲間の運動や演技を見るのが楽しいです ④ － ③ － ② － ①
3．運動の始まりの時、最初に声を出します ④ － ③ － ② － ①
4．体育の時間はできるだけ長く運動したいです ④ － ③ － ② － ①
5．運動で失敗したら別の方法を考えます ④ － ③ － ② － ①
6．体育の授業中、友だちの話はうなずいて聞きます ④ － ③ － ② － ①
7．運動の新しい方法を、あまり試してみようと思いません ④ － ③ － ② － ①
8．運動で一度失敗しても、次は頑張れます ④ － ③ － ② － ①
9．運動している仲間のことを応援します ④ － ③ － ② － ①
10．体育の授業中、チームやみんなの目標を声に出して言います ④ － ③ － ② － ①
11．運動で失敗してもあきらめずに続けられます ④ － ③ － ② － ①
12．運動が上手にできたら先生に言います ④ － ③ － ② － ①
13．苦手な運動はやりたくないです ④ － ③ － ② － ①
14．運動のいろいろな方法を考えるのが楽しいです ④ － ③ － ② － ①
15．仲間が運動を成功した時には一緒に喜びます ④ － ③ － ② － ①
16．体育の授業中にみんなで活動する時、自分から進んでかけ声を出します ④ － ③ － ② － ①
17．体育の授業中に、みんなの前でよく発言します ④ － ③ － ② － ①
18．好きではない運動でも一生懸命取り組みます ④ － ③ － ② － ①
19．体育の授業中、友だちに応援されるとやる気が出ます ④ － ③ － ② － ①
20．仲間が運動で失敗した時には励まします ④ － ③ － ② － ①
21．運動について思いついたことを友だちに言ってみます ④ － ③ － ② － ①











1．運動能力がすぐれていると思います ④ － ③ － ② － ①
2．たいていの運動はじょうずにできます ④ － ③ － ② － ①
3．練習をすれば、かならず技術や記録はのびると思います ④ － ③ － ② － ①
4．努力さえすれば、たいていの運動はじょうずにできると思います ④ － ③ － ② － ①
5．運動をしているとき、先生がはげましたり、応援してくれます ④ － ③ － ② － ①
6．運動をしているとき、友達がはげましたり、応援してくれます ④ － ③ － ② － ①
7．いっしょに運動をしようと誘ってくれる友だちがいます ④ － ③ － ② － ①
8．運動のじょうずな見本として、よく選ばれます ④ － ③ － ② － ①
9．いっしょに運動をする友だちがいます ④ － ③ － ② － ①
10．運動について自信をもっているほうです ④ － ③ － ② － ①
11．少しむずかしい運動でも、努力すればできると思います ④ － ③ － ② － ①
12．できない運動でも、あきらめないで練習すれば
　　できるようになると思います
④ － ③ － ② － ①
1,2,8,10･･･ 身体的有能さ
3,4,11,12･･･ 統制感
5,6,7,9･･･ 受容感
